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全
組
合
員
が
一
丸

と
な
り
、
組
織
拡

大
に
全
力
を
あ
げ

よ
う
。
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雇用が安定してこそ安全・サービス向上
全日本空輸（ＡＮＡ）は８月１９日、客室乗務員を採

用する際の雇用形態を、契約社員から長期雇用の正社員

に改めると発表しました。２０１４年度から全員が正社

員採用され、１３年度も一部が正社員として入社予定で

す。正社員採用に改める理由について、全日空広報部は

「航空業界の競争が激化しているので、品質向上のため

優秀な人材を確保したい。客室乗務員は保安要員でもあ

り、長期雇用で採用することで、はじめから高いところ

を目指して働いてもらいたい」としています。

契約制客室乗務員は１９９５年度以降、全日空や日本

航空など航空各社で人件費削減を目的として導入されま

した。航空労組連絡会の専門部として客室乗務員やその

労働組合でつくる客室乗務員連絡会（客乗連)は､空の安

全を守るには長年働き経験を積み重ねることが必要だと

して、正社員採用に戻すよう訴えていました。

安
倍
政
権
は
「
成
長
戦
略
」

と
一
体
で
、
私
た
ち
の
働
き

方
、
雇
用
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
大
改
革
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
「
産
業
の
新
陳
代
謝

の
促
進
」
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
）
に
あ
わ
せ
て
、

「
企
業
か
ら
人
が
動
く
正
社

員
改
革
」
を
す
す
め
る
と
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
政
府

公
認
で
首
切
り
や
リ
ス
ト
ラ

を
大
々
的
に
お
こ
な
う
と
い

う
の
で
す
。

安
倍
政
権
は
、
「
賃
金
を

上
げ
る
に
は
、
雇
用
の
柔
軟

性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
と

ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
「
失

わ
れ
た
２
０
年
」
の
経
過
が

示
す
よ
う
に
、
雇
用
が
柔
軟

化
・
流
動
化
す
れ
ば
、
賃
金

は
か
え
っ
て
下
が
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
働
く
人
々
の
生

活
も
、
景
気
も
ま
す
ま
す
悪

く
な
る
ば
か
り
で
す
。

デ
フ
レ
脱
却
・
景
気
回
復

の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

働
く
人
々
の
賃
金
を
引
き
上

げ
る
こ
と
で
す
。
庶
民
の
フ

ト
コ
ロ
を
温
め
て
こ
そ
、
個

人
消
費
も
回
復
し
、
景
気
も

よ
く
な
り
ま
す
。
年
収
２
百

万
円
未
満
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・

プ
ア
が
１
千
１
百
万
人
。
ま

じ
め
に
働
い
て
も
生
活
で
き

な
い
若
者
、
非
正
規
雇
用
労

働
者
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
そ

の
た
め
の
中
小
企
業
へ
の
助

成
強
化
、
そ
れ
が
今
、
政
治

が
や
る
べ
き
こ
と
で
す
。

Ｊ
Ｒ
会
社
内
に
お
い
て
も

業
務
委
託
化
と
契
約
社
員
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
正
社
員

化
を
求
め
る
運
動
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

日
本
の
「
正
社
員
」
は
、
職
務
や
勤
務
地
、

労
働
時
間
（
残
業
）
が
「
無
限
定
」
で
大
変
な

労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
、
そ
れ
ら
を

限
定
し
た
「
限
定
正
社
員
制
度
」
の
導
入
を
目

玉
に
掲
げ
ま
し
た
。
「
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
」

な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
ん
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
職
務
や
勤
務
地
な
ど
を
限
定
す
る

代
わ
り
に
、
処
遇
の
引
き
下
げ
を
受
け
入
れ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
「
無
限
定
正
社
員
」
と
し
て

過
酷
な
労
働
を
黙
っ
て
遂
行
す
る
の
か
、
の
選

択
が
政
府
公
認
で
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
仕
事
と
生
活
の
両
立

（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）
で
は
な
く
、
ど

ち
ら
を
取
る
か
の
選
択
で
あ
り
、
日
本
の
長
時

間
過
密
労
働
の
解
消
な
ど
労
働
条
件
改
善
を
放

棄
す
る
も
の
で
す
。


